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■交通事故死者 30人減少 

 昨年の交通事故死者数は 6 年連続減尐し、平成 21 年に対し全国最大 30 人減尐

の 197 人、5年連続ワースト 1位を返上しました。100 人台は昭和 25 年の 169

人以来です。1 万人以上が死亡し交通戦争と呼ばれた時代からは大きく減尐しまし

たが、市内でも 3 人(1 人減尐)の方が亡くなられており、人身事故件数、負傷者数

ともに増加しています。 

順位 県 名 死者数 

1 北海道 215 

1 東京都 215 

3 茨城県 205 

4 大阪府 201 

5 埼玉県 198   
■愛知県知事選挙告示、2月 6日投開票 

神田知事の勇退を受けて候補者乱立

の第 17 回愛知県知事選挙が 1 月 20

日告示、2月6日投開票で行われます。 

明治 5 年に現在の愛知県が誕生して

から 39 代までは官選の知事でしたが、

昭和 22 年 4 月 5 日に初の公選知事が

誕生し、前回の平成 19 年 2 月 4 日の

選挙まで 16回を数えます。投票率は第

2 回、昭和 26 年の選挙が 82.31％と

高い数値を示しています。当時の規定に

より決選投票が行われ桑原幹根知事が

初当選しています。鈴木礼治知事が初当

選した昭和 58 年は 40.90％、神田知

事が初当選した平成11年は41.92％、

前回民主党から石田氏が挑戦した平成

19年は52.07％と跳ね上がりました。 

■重点事業調査研究会から 

1 月 13、14 日の両日、民主党重点事業等調査研究会が行われ

ました。通常新年度予算等のヒアリングを 4日間(午後から)に渡り

行いますが新しい知事誕生が明らかなため、骨栺予算となり新年度

の政策的な判断が必要なものは補正予算へ先送りされるため、今年

度事業の説明などに終始しました。以下は概要等です。 

･･･みその慎一郎氏をはじめ重徳氏、薬師寺氏、土井氏、大村氏が知事選へ参戦 
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    中島郡は 91.37%(第 2 回昭和 26 年) 

 
                     S50 仲谷知事誕生 
 

                                        S11 神田知事誕生 
 
                              S58 鈴木知事誕生 

 
S26 桑原知事誕生 

 
 
 

 
 
 

※第 1 回、第 2 回は中島郡（稲沢町、大和村、今伊勢町、奥町、起町、萩原町、旭
村、明治村、祖父江町、長岡村、平和村、千代田村、大里村）合計値 

※第 3 回は当時の稲沢町 66.16、祖父江町 62.95、平和町 69.76 の数値（明治村

69.94、長岡村 72.63、千代田村 71.47、大里村 73.39） 
 

第 16回平成 19年 2月 4日執行愛知県知事選挙結果 

神田真秋氏 1,424,761 票 (稲沢市 29,996 票) 

石田芳弘氏 1,355,713 票 (稲沢市 23,425 票) 
 

 

また、増加に転じていた刑法犯の認知件数も 12 万 8174 件と対前年 17,633

件の減となり、平成 10年のレベルに戻しました。稲沢警察署管内でも、自動車盗、

部品ねらい、自転車盗などの犯罪が減尐しましたが、空き巣の急増や自転車盗はま

だ多発している状況です。県は刑法犯の認知件数を平成 15 年の 22 万 6 千件から

平成 27年には 10万件に半減することを目標に取組んでいます。 

 



【総務部・知事政策局】 

ここ 2 年間で 5000 億円の減収、23 年度予算でも大幅な回復は見込めず義務的経費の増加など

依然として厳しい状況。平成 23年度当初予算は知事選の影響で骨栺予算となるため、政策的判断が

必要な経費等(平成 11 年、神田知事誕生の時は一般会計の 1割程度)は 6月補正予算以降。 

国の総合特区には、世界最先端スマートモビリティ社会創造・発信特区、国際航空宇宙産業クラス

ター特区、次世代自動車振興特区の 3 つを提案。 

【建設部】 

新東名の豊田東 JCT以東の県内約 53kmは平成 26年度

完成予定、名古屋環状 2 号線の高針～名古屋南 JCT 間

12.7km は平成 22年度完成予定、名古屋高速道路六番町～

東海JCTまでの9.2kmは平成24年度末、大高線高辻入口、

堀田入口の渋滞緩和対策は平成 23 年度供用開始予定。 

【地域振興部】 

来年度政府予算案では検証対象の木曽川水系連絡導水路に

3.5 憶円、設楽ダムに 34.5 憶円。 

【環境部】 

成果を収めた COP10 では前回のボンの会議より 3 割多い 

約 7400 人が出席、スタッフ等を含む参加者は 1万 3 千人以上、国連生物多様性の 10年記念行事

としてポストCOP10フォーラムを開催。衣浦3号地廃棄物最終処分場は3月に全面供用開始予定。 

【県民生活部・防災局】 

トリエンナーレの最終入場者数は 57 万 2023 人と目標を大きく上回り、来場者の地域割合は県

外、名古屋市内、名古屋を除く県内が各 1／3、中学生以下の割合が 14.3％と高かったのも特徴。 

朝鮮半島の緊張に対し、平成 16年施行の国民保護法に基づき、平成 18年 2 月に策定した愛知県

国民保護計画について本県の危機管理体制などの報告。 

【県警本部】 

今年度の成果、反省を踏まえて、犯罪抑止では全国で最多認知件数の住宅対象侵入等への対策強化、

交通死亡事故抑止では依然半数近くを占める高齢者・割合が全国最悪の交差点・全国最悪の飲酒運

転・上昇したシートベルト非着用・全国 4位の自転車について重点対策を推進。弘道会を中心とした

暴力団の壊滅に向けた対策の強化では愛知県暴力団排除条例の適正な運用等。 

【教育委員会】 

平成 27 年度までの｢あいちの教育に関するアクションプランⅡ(仮称)｣、来年 1／28(土)～2／

1(水)開催の第 67 回国民体育大会冬季大会について等。 

【産業労働部】 

最近の経済・雇用情勢と中小企業・雇用対策及び知の 

拠点整備(先導的中核施設 23 年度、シンクロトロン光利用施設 24年度等)について等。 

【健康福祉部・病院事業庁】 

平成 27年度までの新たに医療分野を加えた「新しいあいちの健康福祉ビジョン(仮称)｣、平成 24

年度末までに病院部門の経営黒字を目標とする県立病院経営中期計画の状況報告。 

【企業庁】 

内陸用地と臨海用地造成事業の会計統合及び企業立地部の組織再編、稲沢三宅地区の進捗状況等。 

【農林水産部】 

農林水産試験研究成果、

あいち森と緑づくり事業

の実施状況等。 

 

 

●平成 23年度建築事務所建築住宅課が統合  
現状 9事務所が 4つの事務所に統合、一宮建設事務所の

建築住宅課も海部と同様尾張事務所に統合されます。 
確認業務の民間移行等建築住宅課の人

員は H18 年 77 人→H22 年 46 人に減少 
(一宮現状 5 人) 

 
 
 

新年明けましておめでとうございます。                         知事選の街宣でもお騒がせし申し訳あ

りません。新年度予算も選挙で停滞せざるを得ないのは残念ですが、選挙は民主主義の基本で私たち有権者の権利と義務です。ぜひ投

票へお出かけ下さい！本年も宜しくお願いします。 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。 愛知県議会議員 鈴木じゅん 

1 月 20 日知事選告示 

30 日稲沢ライオンズクラブメインアクト 

2 月 6 日知事選投開票 

11 日稲沢市社会福祉大会 

15 日国府宮はだか祭り 


